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平成 28年２月５日 

各位 

会社名  株式会社ソフトフロント 

代表者名 代表取締役社長 阪口 克彦 

（JASDAQ・コード 2321） 

問合せ先 執行役員財務担当 五十嵐 達哉 

（TEL 03-3568-7007） 

 

 

（訂正・数値データ訂正）「平成28年 3月期 第 3四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」 

の一部訂正について 

 

 

平成 28年１月29日 16時 00分に発表した「平成28年 3月期 第 3四半期決算短信〔日本基準〕（連

結）」について、修正後発事象として訂正が生じましたのでお知らせいたします。また、数値データに

も訂正が生じましたので、訂正後の数値データも送信いたします。 

 

１． 訂正の理由 

平成 28 年２月４日 18 時 10 分に発表した「株式会社デックジャパンに対する債権の取立不能のおそれ

及び貸倒引当金の計上についてのお知らせ」のとおり、当社の取引先である株式会社デックジャパンより

債務整理開始の通知を受けたことに伴い、同社に対する債権について取立不能又は取立遅延のおそれ

が生じました。 

当社は同社に対する債権のうち、既に 33 百万円を貸倒引当金として引当てておりますが、上記の事実

を受け、保全されていない残りの 33 百万円について、「貸倒引当金繰入額」として新たに計上し、修正後

発事象として訂正を行うことといたしました。 

 

２． 訂正の内容（訂正箇所は下線を付して表示） 
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■サマリー情報 

１．平成28年 3月期第3四半期の連結業績（平成27年 4月 1日～平成27年 12月 31日） 

 

【訂正前】 

(1) 連結経営成績（累計） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年 3月期第3四半期 282 29.9 △311 - △312 - △322 - 

27年 3月期第3四半期 217 - △310 - △309 - △332 - 

（注）包括利益  28年 3月期第3四半期  △325百万円（ - ％） 27年 3月期第3四半期  △328百万円（ - ％） 
 

 1株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 

1株当たり 

四半期純利益 

 円 銭 円 銭

28年 3月期第3四半期 △22.14 - 

27年 3月期第3四半期 △23.44 - 

 

(2) 連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭

28年 3月期第3四半期 514 451 87.7 30.94

27年 3月期 853 776 90.9 53.23

（参考）自己資本  28年 3月期第3四半期  451百万円     27年 3月期  776百万円 

 

【訂正後】 

(1) 連結経営成績（累計） 

 売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属

する四半期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年 3月期第3四半期 282 29.9 △344 - △345 - △355 - 

27年 3月期第3四半期 217 - △310 - △309 - △332 - 

（注）包括利益  28年 3月期第3四半期  △358百万円（ - ％） 27年 3月期第3四半期  △328百万円（ - ％） 
 

 1株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 

1株当たり 

四半期純利益 

 円 銭 円 銭

28年 3月期第3四半期 △24.40 - 

27年 3月期第3四半期 △23.44 - 

 

(2) 連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭

28年 3月期第3四半期 481 418 86.8 28.68

27年 3月期 853 776 90.9 53.23

（参考）自己資本    28年 3月期第3四半期  418百万円     27年 3月期  776百万円 

 

（％表示は、対前年同四半期増減率）

（％表示は、対前年同四半期増減率）
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■添付資料 

２ページ １．当四半期決算に関する定性的情報 

（１） 経営成績に関する説明 

【訂正前】 

（省略） 

このような環境の下、当第３四半期連結累計期間の連結業績は、売上高282,273千円（前年同四半期

比29.9％増）、営業損失311,517千円（前年同四半期は営業損失310,305千円）、経常損失312,469千円

（前年同四半期は経常損失309,037千円）、親会社株主に帰属する四半期純損失322,976千円（前年同

四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失332,239千円）となりました。 

（省略） 

 

【訂正後】 

（省略） 

このような環境の下、当第３四半期連結累計期間の連結業績は、売上高282,273千円（前年同四半期

比29.9％増）、営業損失344,517千円（前年同四半期は営業損失310,305千円）、経常損失345,469千円

（前年同四半期は経常損失309,037千円）、親会社株主に帰属する四半期純損失355,976千円（前年同

四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失332,239千円）となりました。 

（省略） 
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（２） 財政状態に関する説明 

【訂正前】 

（資産） 

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は321,653千円となり、前連結会計年度末に比べ

341,187千円減少いたしました。これは主に、現金及び預金が304,214千円減少したことによるもので

あります。固定資産は193,044千円となり、前連結会計年度末に比べ1,893千円増加いたしました。こ

れは主に有形固定資産が8,083千円、無形固定資産のソフトウエアが2,203千円増加したものの、投資

その他の資産が8,700千円減少したことによるものであります。 

 

（省略） 

 

（純資産） 

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は451,345千円となり、前連結会計年度末に比べ

325,105千円減少いたしました。これは親会社株主に帰属する四半期純損失322,976千円によるもので

あります。この結果、自己資本比率87.7％（前連結会計年度末は90.9％）となりました。 

 

【訂正後】 

（資産） 

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は283,373千円となり、前連結会計年度末に比べ

379,467千円減少いたしました。これは主に、現金及び預金が304,214千円減少したことによるもので

あります。固定資産は198,324千円となり、前連結会計年度末に比べ7,173千円増加いたしました。こ

れは主に有形固定資産が8,083千円、無形固定資産のソフトウエアが2,203千円増加したものの、投資

その他の資産が3,420千円減少したことによるものであります。 

 

（省略） 

 

（純資産） 

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は418,345千円となり、前連結会計年度末に比べ

358,105千円減少いたしました。これは親会社株主に帰属する四半期純損失355,976千円によるもので

あります。この結果、自己資本比率86.8％（前連結会計年度末は90.9％）となりました。 
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３ページ ３．継続企業の前提に関する重要事象等 

【訂正前】 

当社グループは、前連結会計年度において、４期連続の営業損失の計上、２期連続の営業キャッシ

ュ・フローのマイナスの計上となり、また、当第３四半期連結累計期間においては、前年同期に比べ

て売上高は増加傾向にあるものの、営業損失 311,517 千円、経常損失 312,469 千円、親会社株主に帰

属する四半期純損失 322,976 千円と引き続き損失を計上する結果となっており、このような損失計上

が継続すれば、今後の資金計画に支障が生じる可能性もあることから、継続企業の前提に重要な疑義

を生じさせるような事象又は状況が存在しております。 

 

（省略） 

 

 

【訂正後】 

当社グループは、前連結会計年度において、４期連続の営業損失の計上、２期連続の営業キャッシ

ュ・フローのマイナスの計上となり、また、当第３四半期連結累計期間においては、前年同期に比べ

て売上高は増加傾向にあるものの、営業損失 344,517 千円、経常損失 345,469 千円、親会社株主に帰

属する四半期純損失 355,976 千円と引き続き損失を計上する結果となっており、このような損失計上

が継続すれば、今後の資金計画に支障が生じる可能性もあることから、継続企業の前提に重要な疑義

を生じさせるような事象又は状況が存在しております。 

 

（省略） 
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４ページ ４．四半期連結財務諸表  

（１）四半期連結貸借対照表 

【訂正前】 
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【訂正後】 
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５ページ ４．四半期連結財務諸表 

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

（四半期連結損益計算書） 

（第３四半期連結累計期間） 

【訂正前】 
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【訂正後】 
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６ページ （四半期連結包括利益計算書） 

（第３四半期連結累計期間） 

【訂正前】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

【訂正後】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

11 
 

７ページ ４．四半期連結財務諸表 

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

 

【訂正前】 

当社グループは、前連結会計年度において、４期連続の営業損失の計上、２期連続の営業キャッシュ・フロ

ーのマイナスの計上となり、また、当第３四半期連結累計期間においては、前年同期に比べて売上高は増加

傾向にあるものの、営業損失 311,517 千円、経常損失 312,469 千円、親会社株主に帰属する四半期純損失

322,976 千円と引き続き損失を計上する結果となっており、このような損失計上が継続すれば、今後の資金計

画に支障が生じる可能性もあることから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が

存在しております。 

 

（省略） 

 

【訂正後】 

当社グループは、前連結会計年度において、４期連続の営業損失の計上、２期連続の営業キャッシュ・フロ

ーのマイナスの計上となり、また、当第３四半期連結累計期間においては、前年同期に比べて売上高は増加

傾向にあるものの、営業損失 344,517 千円、経常損失 345,469 千円、親会社株主に帰属する四半期純損失

355,976 千円と引き続き損失を計上する結果となっており、このような損失計上が継続すれば、今後の資金計

画に支障が生じる可能性もあることから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が

存在しております。 

 

（省略） 

 

 

 

 

以上 


